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新成人の皆さんおめでとうございます
ようこそ大人の社会へ

（勝央町成人式）
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１
月
３
日
、
晴
れ
わ
た
っ
た
青
空
の
下
、
勝
央
文

化
ホ
ー
ル
で
平
成
１９
年
勝
央
町
成
人
式
が
厳
粛
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
勝
央
町
で
成
人
を
迎
え
た
人
は
、
昭
和
６１

年
４
月
２
日
か
ら
同
６２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
１
６
８
人
。
当
日
は
１
４
４
人
が
式
に
参
加
し
、

晴
れ
着
姿
の
新
成
人
は
「
お
と
な
」
へ
の
一
歩
を
踏

み
出
す
決
意
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
西
田
町
長
か
ら
「
新
成
人
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
を
も
っ
て
名
実
と

も
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
皆
さ
ん
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
権
利
と
責
任
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
大
人

と
し
て
社
会
の
目
も
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
前
向
き

な
姿
勢
で
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
お
祝
い
と
激
励
の
言

葉
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
代
表
の
安

達
晶
啓
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り

で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
に
直
面
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
自
分

の
夢
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
、
会
場
を
公
民
館
に
移
し
、
軽
食

を
囲
ん
で
の
懇
親
会
。
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
た
ち
と
の
記
念
撮

影
な
ど
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

新成人
インタビュー
①氏名
②住所
③職業
④成人としての目標
⑤今後の勝央町に望むこと

輝
か
し
い
門
出
を
祝
う

平
成
19
年
勝
央
町
成
人
式

輝
か
し
い
門
出
を
祝
う

平
成
19
年
勝
央
町
成
人
式

①福田　安
あん

奈
な

さん
（実行委員）

②豊久田
③学生
④自分で決めたことに
責任を持って、目標
（小学校の先生）に
向かって頑張ってい
きたい
⑤少子化が進んでいる
ので、若者が多く集
まるようなまちにし
てもらいたい

①宮本　麻
ま

衣
い

さん
（実行委員）

②勝間田
③学生
④自分の行動に責任を
持って、人に頼るだ
けではなく自分の力
でいろいろなことを
やり遂げたい
⑤人がたくさん集まる
ような行事や施設を
増やしてもらいたい

①番匠　康
やす

裕
ひろ

さん
（実行委員）

②黒土
③会社員
④仕事をきちんとして、
家庭を大事にできる大
人になりたい
⑤子どもたちが安全に生
活できるような環境を
つくってもらいたい

①安達　晶
あき

啓
ひろ

さん（実行委員）
②勝間田
③学生
④教育の勉強をしているので、子
どもたちの手本となれる大人に
なりたい
⑤子どもたちが安全で楽しく住め
るまちづくりを進めてもらいた
い

①神田　計
かず

行
ゆき

さん
（実行委員）

②植月東
③公務員
④社会のルールをしっか
り守れるような良識の
ある大人になりたい
⑤若い人から高齢者ま
で、みんなが暮らしや
すいまちづくりをして
もらいたい

①谷口　裕
ひろ

美
み

さん（実行委員）
②東吉田
③学生
④自分のことに責任を持って、自
立した大人になりたい
⑤子どもの人数が減っているの
で、もっと若い人の力で勝央町
を盛り上げていけるようなまち
づくりをしてもらいたい

①竹久まい香
こ

さん
②植月東
③学生
④周りの人に笑顔を与
えられるような、す
てきな保育士になり
たい
⑤もっと若い人が活躍
できる、活気のある
魅力的なまちになっ
てもらいたい

①福島　江
え

美
み

さん
②平
③学生
④人のことを思いや
り、みんなが元気に
なれるような看護師
になりたい
⑤高齢者がいきいきと
暮らせるようなまち
になってもらいたい

①森藤　弘
ひろ

樹
き

さん
②石生
③会社員
④春からニュージーラ
ンドに行くので、い
ろいろなことを体験
してみたい
⑤みんなが元気に暮ら
せるようなまちづく
りをしてもらいたい

①森藤　雄
ゆう

樹
き

さん
②石生
③会社員
④まじめに働いて、幸
せな家庭をつくりた
い
⑤合併せずに、今のま
まの勝央町で発展し
てもらいたい

①久保　香
か

織
おり

さん
②植月中
③学生
④周りの人に対して、感
謝の気持ちを忘れない
大人になりたい
⑤合併せずに、ずっと勝
央町を残してもらいた
い



移譲前�

移譲後�

住　民�

国�

地　方�
住民税�

所得税� 国庫補助金�

行政サービス�

住　民�

国�

地　方�
住民税�

所得税� 国庫補助金�

行政サービス�

例�

非 課 税�

平成１７年度� １８年度� １９年度� ２０年度～�

全額課税�
３分の２課税�

３分の２減税�

均等割�
　町民税　1,000円�
　県民税　 400円�
所得割�
　３分の２減額�

均等割�
　町民税　2,000円�
　県民税　 900円�
所得割�
　３分の１減額�

均等割�
　町民税　3,000円�
　県民税　1,500円�
所得割�
　全額課税�

３分の１減税�

３分の１課税�

住民税の税額の経過措置�

夫婦＋子ども２人の場合�

例�

平成18年�

住 民 税�
・定率減税�

196,000円�
△  14,700円�

所 得 税�
・定率減税�

263,000円�
△  26,300円�

　合　計� 418,000円�

平成19年�

住 民 税� 293,500円�

所 得 税� 165,500円�

　合　計� 459,000円�

定率減税の廃止による�
　　　負担変動（年額）�

夫婦＋子ども２人の場合�

税源移譲による負担変動（年額）�

300万円�

500万円�

700万円�

税　源　移　譲　前�

所得税�

0円�

119,000円�

263,000円�

住民税�

9,000円�

76,000円�

196,000円�

合　計�

9,000円�

195,000円�

459,000円�

給与�
収入�

300万円�

500万円�

700万円�

税　源　移　譲　後�

所得税�

0円�

59,500円�

165,500円�

住民税�

9,000円�

135,500円�

293,500円�

合　計�

9,000円�

195,000円�

459,000円�

給与�
収入�

例�

平成18年度分まで�

平成19年度分から�

５％�

町 民 税３％�
県 民 税２％�

▲�
０円�

▲�
０円�
▲�
０円�

�
（課税所得）�

▲�
２００万円�

▲�
７００万円�

�
（課税所得）�

１０％�

町 民 税８％�
県 民 税２％�

１３％�

町 民 税１０％�
県 民 税３％�

１０％�

町 民 税６％�
県 民 税４％�
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国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
（
住
民
税
）
へ

３
兆
円
の
税
源
移
譲
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
皆
さ
ん
が
納
め
て

い
る
住
民
税
が
平
成
１９
年
度
か
ら
変
わ
り
ま

す
。そ

の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
か
ら
地
方
へ
…
　
平
成
19
年
度
か
ら
税
源
移
譲
に
よ
っ
て

あ
な
た
の
住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

税
源
移
譲
で

納
税
額
は
増
え
る
の
？

住
民
税
が
増
え
て
も
所
得
税
が
減
る
の

で
、
納
税
者
の
負
担
は
基
本
的
に
は
変

わ
り
ま
せ
ん

住
民
税
が
一
律
１０
％
に
な
る
こ
と
に
伴

い
、
所
得
税
も
見
直
さ
れ
ま
す
。
住
民
税
の

最
低
税
率
が
５
％
か
ら
１０
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
の
に
対
し
、
所
得
税
の
最
低
税
率
は

１０
％
か
ら
５
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
同

様
に
、
住
民
税
の
最
高
税
率
が
１３
％
か
ら

１０
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
に
対
し
、
所
得

税
の
最
高
税
率
は
３７
％
か
ら
４０
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
的
控
除
の
差
に
対
応
し
た
減
額

な
ぜ
変
わ
る
の
？

よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
よ

く
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す

現
在
、「
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地
方
で
」

と
い
う
方
針
の
も
と
、
地
方
分
権
を
促
す

「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
地
方
公
共
団
体
は
、
国
が
国

税
と
し
て
集
め
た
財
源
の
中
か
ら
国
庫
補
助

金
を
受
け
、
そ
れ
を
一
部
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

は
必
ず
し
も
自
主
性
が
高
い
と
は
言
え
な
い

も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
方
公
共
団
体

が
自
主
的
に
財
源
の
確
保
を
行
い
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

ど
う
変
わ
る
の
？

個
人
住
民
税
所
得
割
の
税
率
が
10
％
に

統
一
さ
れ
ま
す

個
人
住
民
税
所
得
割
の
税
率
が
一
律
１０
％

（
町
民
税
６
％
、
県
民
税
４
％
）に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て
増
税
と
な
ら
な
い

よ
う
に
、
所
得
税
の
税
率
が
改
正
に
な
り
ま

す
。（
最
低
税
率
が
１０
％
か
ら
５
％
に
、
最

高
税
率
が
３７
％
か
ら
４０
％
に
改
正
）

措
置
な
ど
も
講
じ
ら
れ
ま
す
の
で
、
税
源
移

譲
の
前
後
で
、「
住
民
税
＋
所
得
税
」
の
額

は
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

税
源
移
譲
以
外
に

何
が
変
わ
る
の
？

定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す

平
成
１１
年
度
か
ら
、
景
気
対
策
の
た
め
に

暫
定
的
な
税
負
担
の
軽
減
措
置
と
し
て
導
入

さ
れ
て
い
た
定
率
減
税
が
平
成
１９
年
度
か
ら

廃
止
さ
れ
ま
す
。

平
成
１８
年
度
は
、
住
民
税
で
は
税
額
の

７
・
５
％
相
当
額
（
上
限
２
万
円
）、
所
得

税
で
は
税
額
の
１０
％
相
当
額
（
上
限
１２
万
５

千
円
）
の
控
除
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

が
廃
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
実
質
負
担
増
と
な

り
ま
す
。

老
年
者
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
、
経

過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す

平
成
１７
年
１
月
１
日
現
在
、
６５
歳
以
上
の

人
（
昭
和
１５
年
１
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
）
で
、
前
年
の
所
得
金
額
の
合
計
が
１
２

５
万
円
以
下
の
人
は
、
平
成
１７
年
度
ま
で
住

民
税
が
非
課
税
で
し
た
が
、
平
成
１８
年
度
か

ら
老
年
者
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
、
現
在
、

経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
６５
歳
以
上
の
人
で
前
年
の
所
得
金

額
の
合
計
が
１，
０
０
０
万
円
以
下
の
人
に

適
用
さ
れ
て
い
た
老
年
者
控
除
（
４８
万
円
）

が
平
成
１８
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
効
率
よ
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
国
（
所

得
税
）
か
ら
地
方
（
住
民
税
）
へ
税
源
移
譲

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
実
際
の
負
担
変
動
額
は
、
平
成

１９
年
か
ら
定
率
減
税
が
廃
止
さ

れ
る
等
の
影
響
で
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
負
担
増
と
な
り
ま
す

※
子
ど
も
は
、
１
人
が
特
定
扶
養
親
族

に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す

※
一
定
の
社
会
保
険
料
が
控
除
さ
れ
て

い
る
も
の
と
し
て
い
ま
す

※
給
与
収
入
７
０
０
万
円
と
し
て
計
算
し
て

い
ま
す
（
年
額
）

※
子
ど
も
は
、
１
人
が
特
定
扶
養
親
族
に
該

当
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す

※
一
定
の
社
会
保
険
料
が
控
除
さ
れ
て
い
る

も
の
と
し
て
い
ま
す

※課税所得＝

前年中の所得金額ー

所得控除額



平成１８年分所得申告相談日程�

2

3

日�

16

19

20

21

22

23

26

27

28

1

2

5

6

7

8

9

12

13

14

15

曜日�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

午　　前�
（9：00～11：30）�

為　本�

福　吉�

豊久田（上・中）�

田　井�

美　野�

下町川�

河　原�

植月北（田中、
畑田、常重）�

植月東（神五
郎、大鳴、高屋）�

植月中（河内、
平広、畝、明穂）�

勝間田�

畑　屋�

小矢田�東吉田�

黒　土�

岡�

平�

上記会場で申告が�
できなかった人�

午　　後�
（13：00～16：00）�

黒　坂�

�

豊久田（下）�

曽井・上香山�

�

石　生�

�

植月北（鳥羽
野、高根、宮代）�

植月東（掘池、
更生、い組、東組）�

植月中（大沢、大砂、
下村、出雲乢、学、大谷）�

会　　　場�

高取多目的�
研修集会所�

吉野コミュニ�
ティセンター�

古吉野コミュニ�
ティセンター�

植月コミュニ�
ティセンター�

勝央町役場�
２ 階
大 会 議 室 �

月�

平
成
１８
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
付
が
２
月
１６
日
（
金
）
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
３
月
１５
日

（
木
）ま
で
で
す
。

期
間
を
通
じ
申
告
会
場
は
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
指
定

日
（
下
の
日
程
表
参
照
）
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
越
し
の
際
に
は
印
か

ん
・
給
与
の
源
泉
徴
収
票
・
年
金
の

源
泉
徴
収
票
・
国
民
年
金
保
険
料
の

控
除
証
明
書
・
口
座
番
号
の
分
か
る

も
の
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

２
月
１６
日（
金
）〜
３
月
１５
日（
木
）

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
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確
定
申
告
が

必
要
な
人

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

・
事
業
所
得
（
商
業
、
工
業
、
農
業
、

医
業
な
ど
か
ら
の
所
得
）
や
不
動

産
所
得
（
地
代
、
家
賃
）
な
ど
の

あ
る
人
で
、
１
年
間
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
所
得
控
除
合
計
額
を

超
え
る
人

・
土
地
、
建
物
な
ど
を
譲
渡
し
た
人

申
告
を
す
れ
ば

税
金
が
戻
る
人

確
定
申
告
を
す
る
と
、
先
に
納
め

た
所
得
税
が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

・
年
間
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
と
き

・
住
宅
ロ
ー
ン
で
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を

新
築
ま
た
は
中
古
で
購
入
、
あ
る

い
は
増
改
築
し
た
人
で
、
一
定
の

用
件
に
該
当
す
る
と
き

・
災
害
な
ど
で
雑
損
控
除
対
象
と
な

る
と
き

・
年
の
途
中
で
退
職
し
、
会
社
で
年

末
調
整
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
と

き
農
業
所
得
の
申
告

収
支
計
算
方
式
で
の
申
告
に
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
収
支
項
目
ご

と
の
合
計
が
で
き
て
い
な
い
場

合
、
申
告
を
お
受
け
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

津
山
税
務
署
個
人
課
税
部
門

�
２２
―
３
１
０
４

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

�
３８
―
３
１
１
４

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
年
金
の

み
の
所
得
者
で
も
申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
の
源
泉

徴
収
票
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

��
�

��
�

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
年
収
が
２
千

万
円
を
超
え
る
人
、
給
与
以
外
の

所
得
が
２０
万
円
を
超
え
る
人
、
２

カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
る
人

・
生
命
保
険
・
建
物
更
生
保
険
の
満

期
、
年
金
型
の
生
命
保
険
の
配
当

を
一
定
額
以
上
も
ら
っ
て
い
る
人

な
ど
。

な
お
、
所
得
税
の
申
告
が
不
要
な

場
合
で
も
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

主
な
改
正
点

・
定
率
減
税
が
１０
％
、
最
高
１２
万
５

千
円
に
変
わ
り
ま
し
た
（
改
正

前：

２０
％
、
最
高
２５
万
円
）

・
平
成
１７
年
度
分
か
ら
６５
歳
以
上
の

人
の
公
的
年
金
の
最
低
控
除
額
が

１
２
０
万
円
に
減
っ
て
い
ま
す

・
平
成
１７
年
度
分
か
ら
老
年
者
控
除

（
５０
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す

勝央町役場で申告
を受ける人は、税
務署から送られた

申告用紙には、何
�

も
�

記
�

入
�

せ
�

ず
�

にその
ままお持ちくださ
い
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１
月
２１
日
、
勝
央
文
化
ホ
ー
ル

で
勝
央
町
消
防
団
員
約
２
２
０
人

と
津
山
圏
域
消
防
組
合
勝
央
出
張

所
職
員
１２
人
が
参
加
し
て
、
平
成

１９
年
勝
央
町
消
防
団
出
初
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
福
島
団
長
が
「
町
民

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
使

命
に
燃
え
、
こ
の
１
年
間
を
邁
進

し
ま
し
ょ
う
」
と
訓
示
を
述
べ
る

と
、
西
田
町
長
か
ら
団
員
に
「
い

つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
災
害
が
起

こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
町
民

の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
、
ご

尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
式
辞
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
団
員
の
功
績
を
称
え
、
優
良

消
防
団
員
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

団員として決意を新たに
平成19年勝央町消防団出初式

式
終
了
後
に
は
場
所
を
東
吉
田

河
川
敷
に
移
し
、
全
分
団
に
よ
る

一
斉
放
水
。
美
し
い
ア
ー
チ
が
滝

川
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
各
表
彰
の
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◇
岡
山
県
知
事
表
彰

（
優
良
消
防
団
員
章
）

神
田
　
辰
夫
　
　
福
田
　
博
文

◇
岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
労
章
）

野
口
　
芳
理

（
表
彰
章
）

光
石
　
知
之
　
　
西
元
　
恒
明

官
能
　
光
正
　
　
平
　
　
敬
三

地
　
秀
和

（
青
年
章
）

田
　
弘
行

◇
美
作
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

長
表
彰

（
功
労
章
）

三
島
　
弘
行

（
表
彰
章
）

盛
上
　
政
英
　
　
三
戸
　
啓
郷

◇
勝
田
郡
消
防
協
会
長
表
彰

（
表
彰
章
）

竜
門
　
哲
司
　
　
豊
岡
　
　
寿

丸
尾
真
佐
斗
　
　
小
坂
　
文
男

平
井
　
信
夫
　
　
荒
井
　
　
潔

全
分
団
に
よ
る
一
斉
放
水
▼

１２
月
１３
日
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
２１
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
勝
間
田
高
校
１
年

生
２３
人
が
参
加
し
て
「
弁
当
箱
を
使
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
の
取
り
方
を
知
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
と
調
理
実
習
を

行
い
ま
し
た
。

講
義
後
の
調
理
実
習
で
は
、
高
校
生
は
栄
養
委
員
の
皆
さ
ん

に
教
わ
り
な
が
ら
、
弁
当
箱
に
詰
め
る
お
か
ず
を
一
生
懸
命
に

つ
く
り
ま
し
た
。
で
き
た
お
か
ず
を
弁
当
箱
に
詰
め
な
が
ら
、

高
校
生
か
ら
は
「
弁
当
を
詰
め
る
の
は
難
し
い
」「
緑
の
野
菜

を
も
う
ち
ょ
っ
と
入
れ
た
ほ
う
が
い
い
か
な
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

事
業
終
了
後
、
高
校
生
は
「
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
の
取
り
方
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」「
今
ま

で
よ
り
も
栄
養
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
２１
事
業
は
、
高
校
生
が

毎
日
を
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
食
生
活
を

見
直
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
勝
央

町
栄
養
委
員
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

弁
当
づ
く
り
で
栄
養
を
学
ぶ

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21
事
業

�栄養バランスを考えながら調理 あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

林
　
　
源
之

◇
勝
央
町
長
表
彰

（
表
彰
章
）

下
山
　
裕
樹
　
　
舩
尾
　
　
睦

才
元
　
秀
夫
　
　
山
田
　
茂
男

岸
本
　
健
一
　
　
水
田
　
貴
士

盛
上
　
　
博
　
　
瀧
上
　
正
和

加
原
　
　
誠
　
　
畝
本
　
具
功

安
東
　
茂
男
　
　
寺
本
　
　
操

下
山
　
　
晋
　
　
山
本
　
　
喜

山
田
　
　
弘

◇
勝
央
町
消
防
団
長
表
彰

（
表
彰
章
）

黒
籔
　
朗
生
　
　
早
瀬
　
英
貴

片
岡
　
道
公
　
　
神
田
　
鉄
工

福
田
　
旭
慶
　
　
山
本
　
浩
二

檜
尾
　
裕
一
　
　
宮
本
　
竜
治

山
本
　
勝
敏
　
　
宮
本
　
邦
彦

國
政
　
　
堅
　
　
山
本
　
順
也

横
山
　
雄
介
　
　
福
田
　
晃
一

山
下
　
　
勉
　
　
光
田
　
慎
吾

▲
１
年
間
の
邁
進
を
誓
う
消
防
団
員

草草眉濱

茂茂
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（敬称略）�
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
英
田
招
待
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
（
１１
／
３
美
作
市
）

準
優
勝
　
勝
央
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
少
年
団

◇
第
２
回
長
船
名
刀
杯
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
交
歓
大
会
（
１２
／
９

瀬
戸
内
市
）

﹇
女
子
の
部
﹈

準
優
勝
　
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
勝
央

◇
第
１
回
磐
梨
楯
柔
道
大
会

（
１２
／
１０
赤
磐
市
）

【
個
人
戦
】

﹇
小
学
校
１
・
２
年
生
の
部
﹈

準
優
勝
　
小
林
未
来
登

◇
美
作
地
区
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
（
１２
／
１０
美
作
市
）

﹇
女
子
Ａ
ク
ラ
ス
の
部
﹈

準
優
勝
　
勝
央
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
少
年
団

◇
第
３４
回
西
郷
四
郎
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
交
歓
柔
道
大
会

（
１２
／
１７
尾
道
市
）

【
個
人
戦
】

﹇
小
学
校
３
年
生
の
部
﹈

第
３
位
　
畠
山
　
悠
斗

【
団
体
戦
】

﹇
中
学
校
男
子
の
部
﹈

準
優
勝
　
養
徳
館

参

加

者

募

集

第
１８
回
勝
央
町

女
性
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
大
会

▼
日
　
時

２
月
１７
日（
土
）

１８
時
５０
分
〜

▼
場
　
所

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
料

無
料

▼
申
込
期
限

２
月
９
日（
金
）

第
２３
回
勝
央
町
民サ

ッ
カ
ー
大
会

▼
日
　
時

２
月
１８
日（
日
）

８
時
３０
分
〜

▼
場
　
所

北
部
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
参
加
料

３，
０
０
０
円

▼
申
込
期
限

２
月
９
日（
金
）

第
２３
回
金
時
健
康マ

ラ
ソ
ン
大
会

▼
日
　
時

３
月
４
日（
日
）

１０
時
ス
タ
ー
ト

▼
場
　
所

ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

▼
コ
ー
ス
　
２
㎞

▼
部
　
門
　

親
子
組

（
小
学
校
２
年
生
以
下
の
親
子
）

小
学
校
３
・
４
年
生
男
子

小
学
校
３
・
４
年
生
女
子

小
学
校
５
・
６
年
生
男
子

小
学
校
５
・
６
年
生
女
子

中
学
校
・
高
校
・
一
般
男
子

中
学
校
・
高
校
・
一
般
女
子

▼
参
加
料

無
料

▼
申
　
込

当
日
で
も
受
け
付
け
ま
す

第
９
回
勝
央
町

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

▼
日
　
時

３
月
１１
日（
日
）

８
時
３０
分
〜

▼
場
　
所

津
山
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

▼
参
加
料

１
１，
０
０
０
円

▼
申
込
期
限

３
月
６
日（
火
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
公
民
館
内
体
育
協
会
事

務
局

�
３８
―
２
５
８
０

勝
央
美
術
文
学
館
主
催
の
、

お
か
や
ま
小
中
学
生
絵
画
展
の

入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

絵
画
展
は
、
例
年
、
美
作
地
方

の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
は
子
ど
も
絵
画

展
創
設
２０
周
年
に
当
た
る
こ
と

か
ら
、
県
内
一
円
か
ら
募
集
を

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
小
中
学
生
の
銅
賞
以
上

の
入
選
者
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

（
敬
称
略
）

【
小
学
校
１
年
生
の
部
】

﹇
銀
賞
﹈

勝
間
田
　
末
田
　
翔
大

お
か
や
ま
小
中
学
生
絵
画
展
の

入
賞
作
品
決
定
！

﹇
銅
賞
﹈

植
　
月
　
佐
古
　
樹
奈

【
小
学
校
２
年
生
の
部
】

﹇
金
賞
﹈

古
吉
野
　
森
本
　
　
蓮

【
小
学
校
４
年
生
の
部
】

﹇
金
賞
﹈

勝
間
田
　
梶
並
優
里
香

【
小
学
校
５
年
生
の
部
】

﹇
銀
賞
﹈

勝
間
田
　
吹
上
さ
つ
き

【
中
学
校
２
年
生
の
部
】

﹇
銅
賞
﹈

勝
　
央
　
野
上
　
理
加

【
中
学
校
３
年
生
の
部
】

﹇
銀
賞
﹈

勝
　
央
　
國
澤
ク
ル
ミ
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加齢による身体の衰えを改善するには、毎日の

生活の中で積極的に運動を取り入れることが肝心

です。筋力向上運動を日常的に行うことで、身体

は柔軟になり、筋力も強くなります。

実
践
し
よ
う
介
護
予
防

足
腰
を
重
点
的
に

鍛
え
ま
し
ょ
う

足
の
後
ろ
上
げ

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�
３８
―
３
０
２
８

運
動
を
行
う
と
き
の
注
意
点

ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で
行
う

呼
吸
を
止
め
な
い
（
血
圧
の
急
上
昇
を
防
ぎ
ま
す
）

負
荷
を
か
け
て
い
る
筋
肉
を
意
識
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
行
う

お
尻
と
太
も
も
を

鍛
え
る

①

両
足
を
少
し
開
い
て
、
椅
子
か

ら
３０
㎝
か
ら
４０
㎝
ほ
ど
離
れ
て
立

ち
ま
す
。

②

両
手
で
椅
子
の
背
を
つ
か
ん
で
、

上
体
だ
け
４５
度
ほ
ど
前
に
傾
け
ま

す
。

③

ひ
ざ
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
、

片
足
を
ま
っ
す
ぐ
後
ろ
に
上
げ
ま

す
。

④

そ
の
ま
ま
の
状
態
を
１
秒
間
続

け
た
あ
と
、
ゆ
っ
く
り
元
の
姿
勢

に
戻
り
ま
す
。

＊
左
右
そ
れ
ぞ
れ
１０
回
行
い
ま
す
。

つ
ま
さ
き
立
ち

ふ
く
ら
は
ぎ
を

鍛
え
る

①

両
足
を
肩
幅
に
開
き
、
両
手
で

椅
子
の
背
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
つ

か
ん
で
、
ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
ま
す
。

②

背
伸
び
を
す
る
よ
う
に
１
・

２
・
３
・
４
で
両
方
の
か
か
と
を

上
げ
て
、
つ
ま
さ
き
で
立
ち
ま
す
。

③

１
・
２
・
３
・
４
で
両
方
の
か

か
と
を
下
ろ
し
ま
す
。

＊
左
右
そ
れ
ぞ
れ
１０
回
行
い
ま
す
。

屈
伸
・
ひ
ざ
の
曲
げ
伸
ば
し

太
も
も
と
腰
を

鍛
え
る

①

両
足
を
肩
幅
よ
り
少
し
広
め
に

し
て
立
ち
ま
す
。

②

上
体
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
た
ま
ま
、

１
・
２
・
３
・
４
で
ひ
ざ
を
４
分

の
１
程
度
曲
げ
、
腰
を
落
と
し
ま

す
。

③

１
・
２
・
３
・
４
で
ひ
ざ
を
伸

ば
し
な
が
ら
、
元
の
姿
勢
に
戻
り

ま
す
。
転
倒
の
不
安
が
あ
る
人
は

椅
子
の
背
や
壁
を
支
え
に
し
ま

し
ょ
う
。

＊
曲
げ
伸
ば
し
を
１
回
と
し
て
１０
回

行
い
ま
す
。



Life

パンデミック・フルーパンデミック・フルーパンデミック・フルーの　　
　　　　　　発生に備えましょう
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ウォ
ーキングの 集 い

と　き　平成１８年６月２９日(土)�
　　　　９：００　高取多目的研修集会所集合�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約２時間：およそ５㎞）　�
ポイント　ポカポカ陽気の中、お茶の香りを楽しみながら歩きましょ�
　　　　う！�
※集合場所が分からない人は、勝央町総合保健福祉センターに�
　８：４０に各自、車でお集まりください。スタッフが先導して�
　ご案内します。�

ウォ
ーキングの 集 い

ウォ
ーキングの 集 い

と　き　平成１９年３月３日(土)�
　　　　９：００　古吉野コミュニティセンター集合（約１時間３０分：およそ４㎞）�
ポイントポイント　温かいハウスの中に桃の花を見に行こう（いい香りがするかも？）�
※集合場所が分からない人は、総合保健福祉センターに８：４０に各自、車でお集まりください。�
　スタッフが先導してご案内します。�

と　き　平成１９年３月３日(土)�
　　　　９：００　古吉野コミュニティセンター集合（約１時間３０分：およそ４㎞）�
ポイント　温かいハウスの中に桃の花を見に行こう（いい香りがするかも？）�
※集合場所が分からない人は、総合保健福祉センターに８：４０に各自、車でお集まりください。�
　スタッフが先導してご案内します。�

主催：勝央町ウォーキングの会�
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議�
※問い合わせ先：勝央町役場健康福祉部（�３８－７１０２）�

主催：勝央町ウォーキングの会�
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議�
※問い合わせ先：勝央町役場健康福祉部（�３８－７１０２）�

本
来
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
鳥

類
の
間
で
感
染
し
、
人
へ
の
感
染
は

ま
れ
に
し
か
起
こ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
鳥
か
ら
人
へ
の
偶
発
的
な
感
染

を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
人
か

ら
人
へ
と
感
染
す
る
よ
う
に
ウ
イ
ル

ス
が
変
化
し
ま
す
。
そ
し
て
、
最
後

に
は
人
か
ら
人
へ
と
爆
発
的
に
感
染

す
る
人
型
ウ
イ
ル
ス
「
新
型
（
鳥
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
変
身
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

人
か
ら
人
へ
の
感
染
も

新
型
（
鳥
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

対
し
て
は
、
世
界
中
の
誰
も
が
そ
の

免
疫
を
持
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
も
新
型
（
鳥
）

厚
生
労
働
省
で
は
、
新
型
（
鳥
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
際
の

対
応
を
記
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
取

り
ま
と
め
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
感
染
者
だ
け
で

は
な
く
、
感
染
者
が
住
む
地
域
の
住

民
に
も
協
力
を
も
ら
い
、
移
動
を
制

発
生
す
る
と

被
害
が
拡
大

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
フ
ル
ー
が
発
生

す
る
と
、
外
出
な
ど
の
行
動
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
日

ご
ろ
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

「
３
週
間
ほ
ど
外
出
せ
ず
に
、
自

宅
で
生
活
で
き
る
か
な
？
」「
外
出

せ
ず
に
生
活
す
る
た
め
に
は
何
が
必

要
か
な
？
」
な
ど
と
食
糧
や
日
常
品

に
つ
い
て
、
家
族
や
近
所
、
友
だ
ち

で
話
し
合
い
、
今
か
ら
で
き
る
こ
と

は
す
ぐ
に
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
報
道
等
の
情

報
に
も
関
心
を
持
ち
、
万
が
一
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
対
策
を

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
フ
ル
ー
と
は
、「
世
界
的
に
大
流
行
す
る
（p

a
n
d
e
m
ic

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（flu

フ
ル
ー
）」
の
こ
と
で
す
。

現
在
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
フ
ル
ー
の
発
生
の
可
能
性
は
、
非
常
に
高
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ひ
と
た
び
発
生
す
る
と
個
人
や
家
庭
、
社
会
に
大
き
な

被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
お
り
、
国
連
で
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
フ

ル
ー
に
よ
る
死
亡
者
数
を
最
大
で
１
億
５
千
万
人
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
フ
ル
ー
（
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
）
に
変
身
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
フ
ル
ー
の
発
生
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

限
し
て
感
染
の
拡
大
を
抑
え
る
こ
と

や
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
者
の
優
先

順
位
等
が
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。

も
し
、
国
内
で
新
型
（
鳥
）
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
あ
れ
ば
、
知

事
が
流
行
警
戒
宣
言
を
行
い
、
不

要
・
不
急
の
大
規
模
集
会
や
不
特
定

多
数
の
人
が
集
ま
る
活
動
の
自
粛
、

発
生
地
域
に
あ
る
学
校
に
対
し
て
休

校
の
要
請
、
住
民
に
対
し
て
感
染
予

防
励
行
の
勧
奨
、
外
出
の
自
粛
等
、

感
染
拡
大
防
止
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
呼
び
か
け
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
ま
っ
た
く
効

き
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
空
気
感
染
で
簡
単

に
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
交
通
・
輸
送
機
関
が

発
達
し
人
の
往
来
が
活
発
な
の
で
、

世
界
の
ど
こ
か
で
強
毒
の
新
型
（
鳥
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
る
と
、

瞬
く
間
に
世
界
中
に
感
染
が
拡
大

し
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。



探しています

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234
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連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234
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ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆　
　　　　　　かき祭り
ファーマーズ朝市＆　
　　　　　　かき祭り

朝市とかき祭りを同時開催。�
連絡先：朝市・かき半斗缶予約　　　　　　　　　　　　　�
　　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

2月18日�　9：00～15：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�

ファーマーズ朝市＆　
　　　　　　かき祭り

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ノースヴィレッジ
　　イベント情報

ノースヴィレッジ
　　イベント情報
ノースヴィレッジ
　　イベント情報2月の

ファーマーズ朝市

《かき祭り》
日　時　２月１８日（日）

９：００～１５：００
内　容　・かき飯、かきフライ、タコ飯、

瀬戸内の魚介類や地元の野菜な
どの販売
・かきのみそ汁無料サービス
（先着７００人）
・殻付きかき半斗缶の販売
殻付きかき半斗缶（約５０個入
り：３，０００円）は好評で例年売
り切れとなり、ご迷惑をおかけ
していますが、ご予約いただく
と確実にお買い求めいただけま
すし、園内産ヨーグルトを１個
サービスします。ご予約は２月
１２日までですので、事務所（�
３８－１２３４）へ直接お申し
込みください。

《イチゴ狩り体験（園内）》
日　時　２月１日（木）～

１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
内　容　イチゴハウスで、美味しいいちご

のもぎ取り体験（予約不可）
料　金 ２００円／１００ｇ

《イチゴ狩り体験（園外）》
日　時　２月１７日（土）～

１０：００～１２：００、１３：００～１５：００
内　容　契約農家（植月北）のイチゴハウ

スで食べ放題（予約可）
料　金　小学生以上 １，２００円

幼　　　児 ６００円

お知らせのページ�

役場への電話・メール

総　務　部（�３８－３１１１）
soumu@town.shoo.lg.jp

産業建設部
農業・林業・農業委員会

（�３８－３１１２）
sangyou@town.shoo.lg.jp

土木・都市計画
（�３８－３１１３）

kensetsu@town.shoo.lg.jp

税務住民部
税　務（�３８－３１１４）
zeimu@town.shoo.lg.jp

国　　 保（�３８－３１１５）
戸籍・年金（�３８－３１１６）
choumin@town.shoo.lg.jp

健康福祉部（�３８－７１０２）
福　祉
fukushi@town.shoo.lg.jp

保健・環境
kankyouhoken

@town.shoo.lg.jp

上下水道部（�３８－３１１７）
上　水
suidou@town.shoo.lg.jp

下　水
gesuidou@town.shoo.lg.jp

出　納　室（�３８－１７５１）
suitou@town.shoo.lg.jp

教育委員会
教育振興部
学校教育（�３８－１７５２）
gakuji@town.shoo.lg.jp

社会教育（�３８－１７５３）
syakaikyouiku

@town.shoo.lg.jp

議会事務局（�３８－１７５４）
gikai@town.shoo.lg.jp

お
知
ら
せ�

2月12日（月）
ゴミ収集地区の皆さんへ

２月１２日（月）は休日のため、１４日（水）に可燃ゴミ

だけを収集します。

各地区の決まった時間内にそれぞれの収集場所に出

してください。

�問い合わせ先
勝央町役場健康福祉部　�３８－７１０２

休園日：毎週火・水曜日

説
明
会�

平
成
２０
年
３
月
卒
業
予
定
で
、
岡

山
県
北
地
域
に
就
職
を
希
望
す
る
学

生
を
対
象
に
企
業
説
明
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

３
月
７
日（
水
）

１２
時
〜
１６
時

▼
場
　
所

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

平
成
２０
年
３
月
卒
業
予
定
の
学
生

（
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
門
学
校

岡
山
県
北
地
域

企
業
説
明
会

岡
山
県
立
美
作
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
作
品
展
示
即
売
会
「
第
１０
回

技
能
祭
み
ま
さ
か
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

第
１０
回

技
能
祭
み
ま
さ
か
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調
停
委
員
が
土
地
、
家
屋
、
交
通

事
故
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
、
相
続
等

の
問
題
を
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
ご
相
談
を
受
け
た
事
柄
に
つ
い

て
は
、
固
く
秘
密
を
お
守
り
し
ま
す
。

▼
日
　
時

２
月
１６
日（
金
）

１０
時
〜
１５
時

▼
場
　
所

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

（
津
山
市
山
北
５
２
０
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
地
方
裁
判
所
津
山
支
部

�
２２
―
９
３
２
６

無
料
調
停

相
談
会

厚
生
労
働
省
岡
山
労
働
局
雇
用
均

等
室
で
は
、
職
場
で
起
き
た
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
解
決
の
援
助
を
し
て
い
ま

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

相
　
談

す
。職

場
で
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
受
け
て
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

厚
生
労
働
省
岡
山
労
働
局
雇
用
均

等
室�

０
８
６
―
２
２
４
―
７
６
３
９

成人式の期日が変わります
勝央町では、平成１８年度まで、毎年１月

３日に成人式を実施していましたが、平成

１９年度から次のとおり期日を変更します。

ご理解とご協力をお願いします。

平成18年度まで

１月３日

平成19年度から

成人の日（１月の第２月曜日）の前日

�問い合わせ先

勝央町公民館　�３８－２５８０

岡
山
県
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の

設
置
・
育
成
の
推
進
及
び
防
災
・
危

機
管
理
意
識
の
啓
発
を
目
的
と
し

防
災
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

相
談�

等
）
で
、
岡
山
県
北
地
域
に
就
職
を

希
望
す
る
人

▼
内
　
容

採
用
情
報
の
提
供
、
就
職
情
報

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

津
山
広
域
事
務
組
合

�
２４
―
３
６
３
３
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勝
央
美
術
文
学
館
で
は
、
朗
読
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

２
月
１０
日（
土
）

１５
時
〜
１６
時

▼
対
象
者

子
ど
も
か
ら
一
般
ま
で

▼
定
　
員

２０
人
（
予
約
先
着
順
）

▼
参
加
料

無
料

▼
内
　
容

児
童
文
学
「
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン
」

朗
読
会
第
２
回

参
加
者
募
集

募
集�

か
ら
２
話
を
劇
団
プ
ロ
リ
バ
が
朗
読

し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
美
術
文
学
館

�
３８
―
０
２
７
０

（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

平
成
１９
年
春
休
み
に
小
学
生
の
た
め

の
国
際
交
流
「
第
３１
回
ち
び
っ
こ
探

検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

▼
期
　
間
　

３
月
２７
日（
火
）〜
４
月
２
日（
月
）

６
泊
７
日

小
学
生
の
国
際
交
流
事
業

参
加
者
募
集

▼
内
　
容

自
然
の
中
で
の
外
国
人
小
学
生
と

の
共
同
生
活
や
野
外
活
動
な
ど

▼
滞
在
先

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

▼
対
　
象

小
学
校
２
〜
６
年
生

▼
申
込
期
限

３
月
７
日
（
水
）

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
〒

１
６
０
―
０
０
０
４
　
東
京
都
新
宿

区
四
谷
２
―
１１
大
村
ビ
ル
３
階
）

�
０３
―
３
３
５
９
―
８
４
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.kskk.o

r.jp

家庭用生ゴミ処理機器
設置補助金が廃止されます
平成１４年度から家庭

用生ゴミ処理機器を購入

の際に補助金の交付を

行ってきましたが、今年

度（３月３０日まで）を

もって補助金の交付を廃

止します。

購入を予定している人

は、早めの申請をお願い

します。

�問い合わせ先
勝央町役場健康福祉部

�３８－７１０２

▼
日
　
時

２
月
１８
日（
日
）

１０
時
〜
１４
時

▼
場
　
所

岡
山
県
立
美
作
高
等
技
術
専
門
校

（
美
作
市
安
蘇
３
４
５
番
地
）

▼
内
　
容

訓
練
生
製
作
品
即
売
・
町
内
会
農

産
加
工
品
販
売
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
立
美
作
高
等
技
術
専
門
校

�
０
８
６
８
―
７２
―
０
４
５
３

て
、
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

２
月
１７
日（
土
）

１３
時
３０
分
〜
１６
時
１０
分

▼
場
　
所

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

（
津
山
市
山
北
５
２
０
）

▼
内
　
容
　

﹇
事
例
発
表
﹈

田
邑
地
区
自
主
防
災
・
防
犯
会

富
尾
自
主
防
災
会

河
会
地
区
自
主
防
災
会

﹇
講
演
﹈

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災

〜
そ
の
体
験
を
語
る
〜
」

谷
川
三
郎
氏

▼
対
象
者

自
主
防
災
組
織
に
関
心
の
あ
る
人

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
期
限

２
月
９
日（
金
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

�
３８
―
３
１
１
１

狩猟期間が延長されます
今年度から猪の狩猟期間が半月延

長され、２月２８日までとなります。

野山へ出かける場合は、目立つ色の

服装を心がけるなど十分ご注意くだ

さい。

�問い合わせ先

岡山県生活環境部自然環境課

�０８６－２２６－７３１０

2月7日は

北方領土の日



遊びにおいでよ遊びにおいでよ遊びにおいでよ
勝央　　術文学館 勝 央　　書 館美 図

開館時間：１０：００～18：00 　　　　　　　　　　�
休 館 日：くらしのカレンダーをご覧ください。�
ホームページ：http://www.town.shoo.okayama.jp/museum/index.htm

開館時間：１０：００～18：00 　　　　　　　　　　�
休 館 日：くらしのカレンダーをご覧ください。�
ホームページ：http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

■
勝
央
金
時
太
鼓
創
設
２０
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

「A
tta
c
c
a

」

２
月
１１
日（
日
）

開
場
　
１３
時
３０
分

開
演
　
１４
時

【
前
売
券
】

１，
０
０
０
円

【
当
日
券
】

１，
５
０
０
円

■
か
つ
た
っ
子フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
月
１８
日（
日
）

開
場
　
１３
時

開
演
　
１３
時
３０
分

入
場
無
料

■
横
仙
歌
舞
伎四

季
の
公
演
「
冬
」

２
月
２５
日（
日
）

開
場
　
１３
時

開
演
　
１３
時
３０
分

入
場
無
料

（
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
・

問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
公
民
館

�
３８
―
２
５
８
０

勝
央
美
術
文
学
館

�
３８
―
０
２
７
０

勝
央
文
化
ホ
ー
ル

イ
ベ
ン
ト
案
内

（
勝
央
町
・
勝
央
町
教
育
委
員
会
等
関
係
分
の
み
掲
載
）

「もっと本格的に！手作りチョコレートのコツ５０」
（ショコラティエマサール 監修／メイツ出版）

チョコレート専門店に教えても
らった「プロのコツ」を家庭用につ
くりやすくアレンジしたレシピとと
もに紹介されているので、手づくり
のチョコレートをほんの少しの技で
おしゃれにおいしくつくることがで
きます。生チョコ、ケーキ、サブレのつくり方も掲載
されているので、この冬の手づくりお菓子づくりの参
考になるおすすめの１冊です。

◆おはなしたいむ
絵本や紙芝居の読み聞かせをします。
・日　時：２月１０日（土）、２８日（水）

１１時～ ３０分程度
◆勝央図書館事業おはなし会

美作大学児童文化研究部公演
・日　時：２月２４日（土）１１時～１２時（入場無料）
・場　所：勝央図書館おはなしコーナー

（変更の場合あり）
・内　容：「三びきのこぶた」（人形劇）や「鬼のパ

ンツ」「アンパンマン」「ワニ」など、い
ろいろな手あそびが盛りだくさんです。

・「螺鈿迷宮」（海堂尊 著／角川書店）
・「サラ川」傑作選　すごろく

（山藤章二他 選／講談社）

・「中国の歴史」（全１０巻）
（春日井明 他 監修・岩井渓 他 漫画・

小林隆 他 シナリオ／岩崎書店）
・「巣をつくる　あなをほる　虫の子育て」

（アンネ・メッラー 文・絵・今泉みね子 訳／
岩波書店）

児 童 書

一 般 書

新着案内

今月のイベント

おすすめの１冊
【特別展示室】
小企画１４「岡本綺堂の歌舞伎　其の一

－入門編－」
（２月２３日�～５月２７日�）

【展示室】
特別展「高山始展」（～４月２２日�）

※「高山始展」開催中の入館料は、特別料金（一
般：３００円）となります。

【町民ギャラリー１・２】
第３５回光風会県北地区新春展（～２月４日�）
※入場無料
【町民ギャラリー２】
おかやま小中学生絵画展

（２月１０日�～３月４日�）
※入場無料

特別展「高山始展」
勝央町在住で日展会友、光風会員の洋画家高山 始
氏の創作初期から現在にいたる作品を紹介し、その
足跡をたどるとともに、地域の芸術文化の振興に尽
力し、後進の指導などで活躍しているその功績を顕
彰します。
高山 始氏は、１９２０年植月中に生まれ、岡山師範学
校卒業後、東京緑陰舎でデッサンを学びます。洋画
家 故 日原 晃氏（津山市）に師事。１９５３年には光
風会初入選（以降、毎年出品）、１９５９年には第４回

日展に初入選を果たしま
す。以降、中学校の美術
教員を務める傍ら岡山県
北の美術の振興に力を注
ぎます。今回は、高山氏
の油彩、水彩画等の作品
合わせて４０点あまりを前
後期に分けて紹介しま
す。

今月のトピック

今月の展示
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不法投棄は許さない不法投棄は許さない不法投棄は許さない
わたしたちのまちを守っていこう�

環境ゴミ問題　シリーズ�

Ｑ．紙は燃えるゴミとし
て出したらダメなの？

Ａ．紙はリサイクルでき
る貴重な資源です。ビニー

ルコート紙や感熱紙などの

リサイクルできない紙は燃

えるゴミとして出し、リサ

イクル可能な紙類は必ず資

源ゴミとして出してくださ

い。

Ｑ．紙類をくくるひもの
種類は決まっている
の？

Ａ．紙ひもでもビニール
ひもでも結構です。ただし、

紙ひもはリサイクルするこ

とが可能ですが、ビニール

ひもは最終的にゴミになっ

てしまいますので、ビニー

ルひもよりも紙ひものほう

が望ましいと言えます。

このゴミどう出すの？

山
林
や
河
川
、
道
路
、
公
園
等
に
家
電
品
等
の
ゴ
ミ
や
家
庭
ゴ
ミ
、

事
業
所
か
ら
出
る
ゴ
ミ
等
を
捨
て
る
行
為
を
不
法
投
棄
と
言
い
ま

す
。個

人
で
も
企
業
で
も
、
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
ゴ
ミ
を
処

理
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
中
に
は
そ
の
よ
う
な
ル
ー

ル
を
無
視
し
て
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
や
会
社
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
許
さ
れ
ざ
る
不
法
投
棄
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
と
め

防
犯
は
、
警
察
だ
け
の
力
で
な
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
住
民
一
人
ひ

と
り
の
防
犯
活
動
が
大
き
な
力
と

な
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
れ

は
不
法
投
棄
の
防
止
も
同
じ
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、
不
法
投
棄
は
許
さ

な
い
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
地
域
全

体
に
監
視
の
網
を
張
り
巡
ら
せ
る
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

「
も
し
か
し
た
ら
、
不
法
投
棄
で

は
？
」
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
そ
の
よ
う
な
心
が
け
が
、

不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
す
。

地
域
の
安
全
は
、
地
域
住
民
の
手

と
力
で
守
り
、
不
法
投
棄
の
防
止
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

15

不
法
投
棄
は
、
近
隣
の
迷
惑
に
な

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
環
境
に
も
悪
影

響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
は
立
派
な
犯
罪

で
す
。
不
法
投
棄
に
は
次
の
よ
う
な

罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
不
法
投
棄
を
し
た
者
（
未
遂
の
場

合
も
含
む
）

↓

５
年
以
下
の
懲
役
、
も
し
く
は
１

次
の
こ
と
を
確
認
し
て
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
不
法
投
棄
の
現

場
を
目
撃
し
た
場
合
は
、
ト
ラ
ブ
ル

等
を
避
け
る
た
め
、
直
接
注
意
す
る

こ
と
な
ど
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

①
場
所
の
確
認

②

投
棄
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
、
状

況
な
ど
の
確
認

③

投
棄
者
が
い
る
場
合
は
、
そ
の

山
間
地
や
平
野
部
を
問
わ
ず
、
土

地
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、
日
ご
ろ

か
ら
雑
草
の
除
去
や
枝
木
の
剪
定
を

し
ま
し
ょ
う
。
土
地
が
荒
れ
て
い
る

ほ
ど
不
法
投
棄
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な

り
ま
す
。

※
場
合
に
よ
っ
て
は
、
管
理
者
責
任

と
し
て
土
地
の
所
有
者
、
も
し
く

は
管
理
者
自
ら
が
そ
の
不
法
投
棄

物
を
処
理
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

状
況
も
あ
り
ま
す
。

千
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
の

併
科
（
法
人
の
場
合
は
１
億
円
以
下
）

・
不
法
投
棄
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
廃
棄
物
を
収
集
ま
た
は
運
搬
し

た
者

↓

３
年
以
下
の
懲
役
、
も
し
く
は
３

０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ

の
併
科

者
の
特
徴
や
服
装
、
車
種
、
ナ
ン

バ
ー
の
確
認

④

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部
（
�

３８
―
７
１
０
２
）
ま
た
は
美
作
警

察
署
（
�
０
８
６
８
―
７２
―
０
１

１
０
）
へ
連
絡

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら

あ
な
た
の
土
地
が

狙
わ
れ
て
い
る
か
も
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勝
央
短
歌
会
一
月
例
会
詠
草
抄

農
協
に
今
日
会
ひ
し
人
の
名
の
出
で
ず
星
の
夜
空
を
仰
ぎ
て
お
も
ふ

青
井
千
賀
江

松
落
葉
踏
め
ば
思
ほ
ゆ
風
呂
焚
く
と
勢
ひ
て
掻
き
し
貧
し
き
戦
時

石
川
　
　
都

引
揚
げ
の
母
の
教
へ
し
韓
流
の
キ
ム
チ
な
れ
ば
と
妹
に
送
る

板
倉
　
淑
子

軍
服
と
モ
ン
ペ
の
挙
式
思
ひ
出
て
ま
た
友
の
言
ふ
今
の
豊
か
さ

板
坂
多
美
子

皇
嵐
渓
の
橋
落
ち
ず
や
と
憂
ふ
ま
で
人
混
む
な
か
に
紅
葉
仰
ぎ
ぬ

植
月
　
郁
子

わ
が
病
み
て
吾
子
の
播
き
た
る
大
根
を
抜
き
つ
つ
昏
き
穴
を
覗
き
ぬ

植
月
　
澄
子

味
噌
搗
く
と
一
日
竈
に
く
ぐ
ま
り
し
亡
き
姑
偲
び
四
斗
樽
壊
す

岸
本
　
睦
美

方
位
盤
の
指
せ
る
は
ろ
け
き
ま
ほ
ろ
ば
に
木
染
泥
染
め
の
衣
が
行
き
交
ふ河

本
　
啓
子

牡
蠣
を
送
る
と
告
げ
来
し
姉
の
電
話
に
も
吾
は
己
れ
の
愚
痴
を
こ
ぼ
し
ぬ寺

坂
　
　
満

わ
が
衣
服
を
着
せ
て
案
山
子
を
立
て
た
れ
ば
通
学
の
児
ら
が
声
掛
け
て
ゆ
く

濱
田
　
君
子

今
年
来
ぬ
鵯
を
言
ひ
ふ
さ
ふ
さ
と
実
の
あ
る
千
両
を
切
り
て
活
け
た
り

田
と
よ
子

卒
寿
な
る
人
矍
鑠
と
尋
ね
来
て
こ
の
元
気
さ
を
上
げ
ま
す
と
言
ふ

檜
尾
ふ
さ
子

昭
和
二
十
年
十
月
三
十
日
比
島
よ
り
復
員
の
夫
の
声
を
銘
記
す

福
島
　
文
子

咳
き
癒
え
ぬ
幾
日
を
憂
ふ
夫
の
背
を
さ
す
り
て
近
き
立
春
を
言
ふ

福
田
　
治
子

風
邪
癒
え
て
山
茶
花
の
咲
く
庭
に
出
で
ぬ
く
き
陽
射
し
を
受
く
る
幸
せ

光
石
　
和
子

左
義
長
に
揚
げ
む
書
き
初
め
九
十
歳
の
母
と
「
は
つ
は
る
」「
初
春
」
と
書
く

田
み
や
子

眉濱眉濱

How was your New Year?  Did you
spend it under the kotatsu?  A long
time has passed since I was 18, when
I went overseas from New Zealand
for the first time.  However in the
winter holidays I took advantage of
the special JR ’Seishun 18’ ticket for
the first time.  I planned my schedule
to match the rules of the ticket and
it worked out wonderfully.

On five separate days I got to ride
unlimited local and kaisoku trains.  I
used it to go skiing with a Deaf group
near Nagano.  After that I visited an
old tennis friend in Niigata.  I came
home via the Japan Sea coast and
stopped to see a few sights along the
way.

Once again, I saw the world-class
Japanese train system in action.  My
Japanese ability was very helpful.
The train staff was very helpful too,
including the drivers!  Japan has a
wonderful range of fast trains, but
sometimes it’s nice for us to slow
down a little too.  So I wish you all a
healthy and well-balanced 2007.

18 ONCE MORE 「青春１８って？」

皆さんの正月はどんなだったでしょうか。コタツ

の中で過ごしていましたか。私は１８歳のとき、

ニュージーランドから初めて海外旅行をしました。

それからだいぶ経ちましたが、この間の正月にＪＲ

の特別「青春１８きっぷ」という便利なものを初めて

利用しました。この旅は、その券を使って私の計画

どおりにうまくいきました。

この「青春１８きっぷ」は５回利用できる券で、１

回で１日に普通と快速の列車を何回も乗ることがで

きます。最初、私は長野の近くで行われる東京デフ

スキークラブ主催のスキー合宿に行くためにそれを

使いました。そのあと、新潟にいるテニスの旧友を

訪ねました。私は日本海側沿いに帰る途中で、少し

観光することもできました。

私は世界の中でも一流の日本の鉄道網を再確認し

ました。この旅では、私の日本語の能力はたいへん

役立ちました。それと乗務員や運転手を含めて、何

回も親切に案内してくれました。ＪＲにはすばらし

く、また早い列車がいろいろありますが、時には

ゆっくり走る列車

もよいものです

ね。同じようにこ

の２００７年、私た

ちもゆっくりあせ

らず活動してみま

しょう。 勝間田駅にて、長野への出発！



2007.2月号�しううおょしううおょ広
報17

■町社会福祉協議会へ

◇東吉田　竜門　秀和（亡父　貞良）

◇植月北　水島　行夫（亡父　敏男）

草笛老人クラブにも

◇豊久田　山本　直樹（亡母　須美子）

豊久田下老人クラブ、豊久田下岡組合、

豊久田下部落会にも

◇曽　井　田中　品子（亡夫　　雄）

◇黒　坂　大谷　春夫（亡父　四郎）

勝央苑、高取老人クラブにも

■豊久田下岡組合へ

◇豊久田　岡本　太郎　一般寄付

人の動き 平成１９年１月１日現在

人　口　１１，４６７人（前月比　－４）

男　５，４９７人　　女　５，９７０人

世帯数　３，９５９世帯（前月比　－２）

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

厚生年金・国民年金の「老齢年金」

など、老齢（退職）を支給事由とする

公的年金は、税法上「雑所得」として

所得税の課税対象になります。

このうち、「老齢年金」の額が１０８万

円以上（６５歳以上の人は１５８万円以上）

の人については、年金の支払者である社会保険庁にお

いて所得税を源泉徴収することになっています。

社会保険庁では、翌年１月末までに「老齢年金」を

受け取りの人全員に対し、「公的年金等の源泉徴収票」

を送付することとしていますが、源泉徴収票にはこの

１年間に支払われた年金の総額、源泉徴収税額、控除

の内容などが記載されています。

この源泉徴収額は、源泉徴収票でしか確認できない

ため、確定申告の際には必ず源泉徴収票を申告書に添

付してください。

源泉徴収票を紛失された場合は再交付ができますの

で、お近くの社会保険事務所や岡山年金相談センター、

または『ねんきんダイヤル』（�０５７０－０７－１１

６５）までお申し出ください。

なお、「障害年金」や「遺族年金」については非課税

ですので、源泉徴収票の送付はありません。

詳しくは、津山社会保険事務所（�３１－２３６３）

へお問い合わせください。

確定申告の際は、
源泉徴収票を

必ずお持ちください

国
民
年
金

だ
よ
り

央勝かやわさ

竜門　利
り

衣
え

さん
（東吉田／２０歳）

★お仕事は？
（株）菅田・ジュエリーショップカンダで、
宝石や時計などの販売をしています。
★趣味は？
カラオケが好きでよく行きます。また、大
山や兵庫県までスノーボードをしに行ったり
もします。
★理想の異性は？
スポーツをしていて、体つきががっしりと
している、優しく男前な人。
★今、やりたいことは？
バリ島などの南国へ海外旅行に行って、エ
ステや異文化交流がしたいです。
★最近の出来事は？
成人式に参加し、久しぶりに友だちと再会
して感激しました。
★まちに一言
天神涼みなどのお祭りを、もっと人が集ま
るように盛大に行ってもらいたいです。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
勝
央
町
在
住
で
頑
張
っ
て
い
る
若
者
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

掲
載
希
望
の
人
は
、
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
勝
央
町

役
場
総
務
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

虎�
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

し
ま
し
た
。
受
講
生
は
楽
し

そ
う
に
、
ク
リ
ー
ム
や
あ
ん

を
詰
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
パ
ン
づ
く
り
は
初
め
て
」

と
話
す
人
も
多
く
、
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
最

後
に
焼
き
た
て
の
パ
ン
を
み

ん
な
で
試
食
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
学
校
開
放
講
座

は
５
回
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

木
材
加
工
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
、
顕
微
鏡
観
察
、

車
体
整
備
等
、
ど
れ
も
楽
し

く
充
実
し
た
講
座
と
な
り
ま

し
た
。

だ
ち
を
大
切
に
す
る
学
校
を
め
ざ
し
て

勝
間
田
小
学
校

友

学

▼
表
紙
の
写
真
は
、
１
月
３
日
に
行
わ
れ

た
成
人
式
の
よ
う
す
で
す
。
冬
晴
れ
の
中
、

例
年
よ
り
も
多
く
の
新
成
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
旧
友
た
ち
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
ほ
こ
ろ
ぶ
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。

▼
こ
の
時
期
は
全
国
各
地
で
も
成
人
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
聞
な
ど
の
報
道
で
は
、

荒
れ
た
成
人
式
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る

よ
う
で
す
。
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に

な
っ
て
救
急
車
が
来
た
り
、
逮
捕
者
が
出

た
り
と
…
。
逆
に
、
財
政
破
た
ん
し
た
夕

張
市
で
は
、
募
金
を
募
り
、
手
づ
く
り
の

成
人
式
を
行
っ
た
こ
と
で
注
目
を
集
め
ま

し
た
。
勝
央
町
の
成
人
式
は
ど
う
だ
っ
た

か
と
い
う
と
、
厳
か
に
行
わ
れ
、
周
り
の

自
治
体
に
も
自
慢
で
き
る
ほ
ど
立
派
な
も

の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
成
人
式
を
し
て
早
数
年
。
取
材
を

通
し
て
、
当
時
の
記
憶
が
鮮
明
に
よ
み
が

え
る
と
と
も
に
、
歳
を
取
っ
た
な
ぁ
と
も

思
い
ま
し
た
。

▼
左
の
写
真
は
、
勝
間
田
高
校
か
ら
勝
央

町
役
場
に
寄
贈
さ
れ
た
シ
ク
ラ
メ
ン
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
こ

う
と
役
場
窓
口
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、

来
庁
さ
れ
た
と
き
に
は
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

あ
と
が
き

校
開
放
講
座

勝
間
田
高
校

パンづくりのようす

荒

１２
月
９
日
、
勝
間
田

高
校
食
品
科
学
科
実
習

棟
で
学
校
開
放
講
座
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
受
講

者
は
２３
人
で
、
ク
リ
ー

ム
パ
ン
・
あ
ん
パ
ン
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
ず
ク
リ
ー
ム
パ

ン
に
詰
め
る
カ
ス
タ
ー

ド
ク
リ
ー
ム
を
つ
く
り

ま
し
た
。
小
麦
粉
・
バ

タ
ー
・
砂
糖
・
牛
乳
・

卵
等
の
材
料
を
計
量
し

た
あ
と
、
牛
乳
を
鍋
で

加
熱
し
、
順
に
材
料
を

加
え
て
い
き
ま
し
た
。
ク

リ
ー
ム
が
焦
げ
な
い
よ
う
に

真
剣
に
混
ぜ
て
い
ま
し
た
。

パ
ン
生
地
は
本
校
で
あ
ら
か

じ
め
発
酵
し
た
も
の
を
使
用

動
で
す
。
朝
、
児
童
会
役
員
が

学
校
の
門
に
立
っ
て
、
学
校
に

来
る
人
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
の

で
す
。
朝
の
始
ま
り
の
「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
あ

い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で
、
み
ん

な
が
気
持
ち
よ
く
ス
タ
ー
ト
で

き
、
明
る
く
活
気
に
満
ち
た
学

校
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
。今

年
度
の
児
童
会
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ス

ク
ー
ル
〜
友
だ
ち
を
大
切
に

〜
」
で
す
。
学
校
の
み
ん
な
が

仲
よ
く
な
り
、
友
だ
ち
を
思
い

や
り
、
友
だ
ち
を
大
切
に
で
き

る
学
校
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

児
童
会
書
記６年

　
山
本
　
大
貴

親子の対話
親子の対話の話です。
「小さいときは、その日に起

こったことを何でも話してくれた
のに」
学年が進んでくると、次第に子
どもの口が重たくなるのは、成長
した証拠と言われています。
しかし、親子の対話がなくなる
のはさびしいもの。その結果、無
理やり「それから、それで」と問
いつめる尋問のような親子の対話
が始まることになります。
教育の専門家は、「こんなとき、
親が聞き役一方をやめて、自分の
ことを少し話してみる。時には、
親のほうから相談を持ちかけて、
大人扱いしてみては」という提案
をされています。
参考にしてください。

（教育委員会）

縦割りあそび（砂場での宝さがし）のようす

勝
間
田
小
学
校
児
童
会
で

は
、
勝
間
田
小
学
校
を
よ
り
よ

い
学
校
に
す
る
た
め
に
、
縦
割

り
あ
そ
び
や
あ
い
さ
つ
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

縦
割
り
あ
そ
び
は
、
毎
月
第

１
水
曜
日
の
昼
休
み
に
行
い
ま

す
。
色
別
の
番
号
に
分
か
れ
て
、

高
学
年
も
低
学
年
も
一
緒
に

な
っ
て
あ
そ
び
ま
す
。
今
ま
で

に
、
砂
場
で
の
宝
さ
が
し
や
大

な
わ
と
び
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な

ど
を
し
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
一
緒

に
あ
そ
ば
な
い
人
と
も
仲
よ
く

な
り
、
き
ず
な
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
あ
い
さ
つ
運


